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金　額 金　額

流動資産 600,481 流動負債 2,566,306 

売掛金 425,560 短期借入金 1,958,530 

貯蔵品 15,800 未払金 239,810 

前払費用 69,454 未払費用 42,321 

立替金 4,131 未払法人税等 1,246 

未収入金 85,956 未払消費税 35,459 

貸倒引当金 △ 421 前受金 13,738 

固定資産 309,062 預り金 18,891 

　有形固定資産 1,419 賞与引当金 252,981 

工具器具備品 1,419 役員賞与引当金 3,327 

　無形固定資産 76,595 固定負債 58,364 

ソフトウェア 73,115 株式給付引当金 44,121 

ソフトウェア仮勘定 3,480 役員株式給付引当金 14,242 

　投資その他の資産 231,047 負債合計 2,624,670 

長期前払費用 19,321 

繰延税金資産 211,725 株主資本 △ 1,715,126 

　資本金 100,000 

　資本剰余金 60,000 

その他資本剰余金 60,000 

　利益剰余金 △ 1,875,126 

利益準備金 25,000 

その他利益剰余金 △ 1,900,126 

繰越利益剰余金 △ 1,900,126 

純資産合計 △ 1,715,126 

資産合計 909,544 負債・純資産合計 909,544 

（純資産の部）

貸　借　対　照　表
（2026年３月31日現在）

科　目 科　目

（資産の部） （負債の部）



個別注記表 

(自2025年４月１日 至2026年３月31日) 

 

（重要な会計方針に関する事項の注記） 

１．棚卸資産の評価基準及び評価方法 

 （１）貯蔵品 最終仕入原価法を採用しております。 

２．固定資産の減価償却の方法 

 （１）有形固定資産 定額法を採用しております。 

    なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

    工具器具備品   ２～５年 

 （２）無形固定資産 定額法を採用しております。 

    なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

    ソフトウェア   ３～５年 

３．引当金の計上基準 

 （１）賞与引当金     従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、 

              支給見込額に基づき計上しております。 

 （２）役員賞与引当金   役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、 

              支給見込額に基づき計上しております。 

 （３）株式給付引当金   従業員へのパーソルホールディングス株式会社の株式給付に備えるため、

当事業年度末における株式給付債務の見込額を計上しております。 

 （４）役員株式給付引当金 役員へのパーソルホールディングス株式会社の株式給付に備えるため、 

当事業年度末における株式給付債務の見込額を計上しております。 

 （５）貸倒引当金     債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、 

              破産更生債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、 

              回収不能見込額を計上しております。 

４．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

 消費税等の会計処理    税抜方式によっております。 

 

(株主資本等変動計算書に関する注記） 

 当事業年度末における発行済株式の種類及び株式数 

 普通株式数  2,000 株 

 

(当期純損益金額） 

 当期純利益  48,616,996円 


